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潟上市市章

２月３日、追分保育園（園長　藤井ホヨ子）では、節分にちな

み豆まきが行われました。藤井園長が豆まきの由来と「みんな

の心の中にいるおこりんぼ鬼、意地悪鬼、好き嫌い鬼に豆をぶ

つけて、悪い鬼を追い出しましょう」とお話をしました。

その後、世にも恐ろしい“赤鬼”が出現し、豆をぶつける子、

怖くて逃げ出す子、泣き出してしまう子と様々。赤鬼に「いい

子になります」と約束し、赤鬼が退散後、“福の神”が登場し、

園児みんなの健康と幸福を願いました。
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▲中川　光博 ▲小林　　悟 ▲佐藤恵佐雄

▲西村　　武 ▲藤原　幸雄 ▲伊藤　榮悦

▲赤平末次郎 ▲藤原　幸作 ▲藤原　典男

▲澤井昭二郎 ▲菅原　久和 ▲大谷　貞廣

▲佐藤　幸孝 ▲児玉　春雄

潟上市
議会議員
一般選挙

候補者別得票数

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

次

現

新

新

現

現

現

現

現

現

現

現

現

現

新

現

現

現

現

現

現

現

現

現

現

新

現

新

現

現

現

現

現

現

年齢

59

54

52

55

56

68

68

63

65

62

54

70

73

60

72

66

55

59

44

61

61

67

61

66

64

58

60

53

48

71

62

72

72

得　票　数

1,285.975999

1,005.975999

921.975999

906.975999

882.975999

817.216999

809.085999

806.975999

797.975999

760.168999

759.958999

758.956999

731.975999

718.975999

708.975999

696.975999

690.465999

688.975999

657.783999

612.941999

604.975999

594.914999

534.736999

531.975999

488.329999

481.263999

458.975999

440.975999

432.975999

414.975999

380.975999

378.975999

303.204999

候　補　者　名
佐　藤　恵佐雄
小　林　　　悟
中　川　光　博
堀　井　克　見
村　井　政　克
伊　藤　榮　悦
藤　原　幸　雄
西　村　　　武
千　田　正　英
佐　藤　　　昇
藤　原　典　男
藤　原　幸　作
赤　平　末次郎
戸　田　俊　樹
成　田　　　進
大　谷　貞　廣
菅　原　久　和
澤　井　昭二郎
伊　藤　　　博
佐　藤　義　久
児　玉　春　雄
佐　藤　幸　孝
後　藤　一　志
武　藤　　　守
菅　原　廣　治
鐙　　　仁　志
岡　田　　　曙
阿　部　幸　基
千　種　清　一
吉　田　義　雄
嶋　田　満　雄
鈴　木　組　子
菅　原　権　悦
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在
任
特
例
期
間
満
了
に
伴
う
、
合
併

後
初
の
潟
上
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が

一
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
、
潟
上
市
天

王
総
合
体
育
館
で
即
日
開
票
さ
れ
た
結

果
、
二
十
二
人
の
新
市
議
会
議
員
が
決

ま
り
ま
し
た
。

一
月
二
十
二
日
の
告
示
日
に
立
候
補

を
届
け
出
た
の
は
、
現
職
二
十
八
人
、

新
人
五
人
の
計
三
十
三
人
。
二
十
二
人

の
定
数
を
め
ぐ
り
激
し
い
選
挙
戦
が
行

わ
れ
、
現
職
議
員
十
九
人
、
新
人
議
員

三
人
が
見
事
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
投
票
率
は
、
有
権
者
数
が
二

万
九
千
二
百
四
十
三
人
の
う
ち
、
投
票

者
数
が
二
万
二
千
二
百
人
で
、
七
五
・

九
二
％
で
し
た
。

▲村井　政克 ▲堀井　克見

▲佐藤　　昇 ▲千田　正英

▲成田　　進 ▲戸田　俊樹

▲佐藤　義久 ▲伊藤　　博

潟
上
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
の

結
果
に
つ
い
て

投票区別投票率
投　票　区

第 1 投票区

第 2 投票区

第 3 投票区

第 4 投票区

第 5 投票区

第 6 投票区

第 7 投票区

第 8 投票区

第 9 投票区

第10投票区

第11投票区

第12投票区

第13投票区

第14投票区

第15投票区

第16投票区

第17投票区

第18投票区

第19投票区

第20投票区

第21投票区

第22投票区

第23投票区

第24投票区

第25投票区

第26投票区

第27投票区

有権者数（人）投票者数（人） 投票率（％）場　　　　　　所

天王公民館体育館

江 川 こ と ぶ き 荘

天 王 こ と ぶ き 荘

天王本郷コミュニティ

塩 口 こ と ぶ き 荘

羽 立 こ と ぶ き 荘

大 崎 こ と ぶ き 荘

天王農村婦人の家

出戸地区コミュニティ

上出戸分館体育館

追 分 地 区 児 童 館

勤労青少年ホーム

羽 立 北 野 分 館

昭 和 公 民 館

大 久 保 児 童 館

大 久 保 小 学 校

昭 和 西 部 児 童 館

八郎まつり伝承館

昭 和 南 部 児 童 館

乱橋交流情報拠点施設

上虻川集落農事集会所

豊川コミュニティ

竜毛交流情報拠点施設

羽 立 神 明 会 館

飯 田 川 公 民 館

和 田 妹 川 分 館

飯田川社会福祉会館

合 　 　 計

天 王 地 区

昭 和 地 区

飯 田 川 地 区

2,328 1,842 79.12

851 698 82.02

1,208 982 81.29

1,024 808 78.91

489 425 86.91

614 515 83.88

641 541 84.40

2,226 1,558 69.99

2,536 1,920 75.71

1,071 790 73.76

1,986 1,192 60.02

2,539 1,747 68.81

648 454 70.06

1,209 958 79.24

998 758 75.95

718 542 75.49

1,004 808 80.48

940 731 77.77

446 291 65.25

280 226 80.71

322 286 88.82

302 257 85.10

817 658 80.54

784 602 76.79

833 676 81.15

774 629 81.27

1,655 1,306 78.91

29,243 22,200 75.92

18,161 13,472 74.18

7,036 5,515 78.38

4,046 3,213 79.41
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司
会最

初
に
、
３
月
で
潟
上
市
は
合
併
一

周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
石
川
市
長
か
ら

市
民
の
暮
ら
し
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

石
川
市
長

私
は
、
合
併
に
当
た
り
市
民
に
「
心

の
合
併
」
が
大
事
で
あ
る
と
常
々
申
し

上
げ
て
き
ま
し
た
。
旧
三
町
同
士
の
融

合
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
市
民
の
心
の

結
び
つ
き
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
申
し

上
げ
た
か
っ
た
の
で
す
。そ
の
基
本
は
、

市
民
が
生
き
が
い
を
持
ち
、
心
豊
か
に

暮
ら
せ
る
こ
と
が
、
大
切
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

平
均
寿
命
が
伸
び
、
高
齢
化
が
進
む

当
市
に
お
い
て
も
、
高
齢
者
と
現
役
世

代
が
互
い
に
支
え
合
い
暮
ら
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
言
わ
ば
「
暮

ら
し
づ
く
り
」
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

▲石川光男市長（中央）と小野地香秋田社会
保険事務所長（左）が対談。司会は菅生一
也市民生活部長（右）
（会場・潟上市役所天王庁舎市長室）

確
実
な
納
付
で

豊
か
な
老
後
を

ま
ち
づ
く
り
は

暮
ら
し
づ
く
り

本
格
的
な
少
子
・
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
背
景
に
、
市
政
が
抱
え
る

諸
問
題
の
う
ち
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
身
近
な
『
年
金
』
に
焦
点

を
当
て
て
、
将
来
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
社
会
保
険
庁
秋
田
社
会
保
険
事
務
所
の
小
野
地
所
長
を
招

き
、
石
川
市
長
と
対
談
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。



5

司
会市

民
の
暮
ら
し
に
身
近
な
「
年
金
」

に
つ
い
て
、
小
野
地
所
長
に
お
話
い
た

だ
き
ま
す
。

小
野
地
所
長

石
川
市
長
が
お
考
え
の
よ
う
に
、
ま

ち
づ
く
り
は
、
市
民
の
豊
か
な
暮
ら
し

の
上
に
成
り
立
つ
も
の
と
思
い
ま
す
。

暮
ら
し
を
支
え
る
も
の
に
は
年
金
が

あ
り
ま
す
。
年
金
制
度
は
、
老
齢
や
障

害
な
ど
で
収
入
が
減
っ
た
り
、
な
く
な

っ
た
り
し
た
と
き
に
生
活
保
障
を
行
う

も
の
で
す
。
高
齢
者
の
生
活
保
障
は
、

長
い
老
後
を
充
足
し
た
気
持
ち
で
過
ご

す
う
え
で
、
健
康
と
並
び
生
活
を
支
え

る
所
得
保
障
が
重
要
で
す
。

所
得
保
障
に
は
、
貯
蓄
や
個
人
年
金

な
ど
の
自
助
努
力
や
、
家
族
が
行
う
私

的
扶
養
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
雇
用
不

安
や
経
済
不
安
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
だ
け
で
は
老
後
を
安
心
し
て
暮
ら
す

の
に
は
不
十
分
で
す
。

そ
こ
で
、
物
価
に
対
応
し
、
安
心
と

生
活
の
安
定
を
確
実
に
保
障
す
る
公
的

年
金
制
度
が
不
可
欠
で
す
。

石
川
市
長

高
齢
者
世
帯
の
七
割
近
く
が
年
金
だ

け
の
収
入
と
言
わ
れ
、
生
活
設
計
の
中

心
は
公
的
年
金
と
い
う
方
が
多
い
よ
う

で
す
。
そ
れ
だ
け
、
公
的
年
金
の
役
割

は
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

司
会市

民
の
関
心
は
年
金
に
あ
る
一
方

で
、
公
的
年
金
に
つ
い
て
、
不
信
感
や

不
安
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

小
野
地
所
長

年
金
不
信
の
大
き
な
要
因
は
、
制
度

の
空
洞
化
で
す
。
い
ま
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
て
い
る
人
は
、
潟
上
市
で

は
、
十
人
中
七
人
弱
く
ら
い
で
す
。
三

人
〜
四
人
の
方
が
納
め
て
い
な
い
計
算

で
す
。
空
洞
化
と
い
う
の
は
、
未
納
が

増
え
ま
す
と
真
面
目
に
納
め
て
い
る
人

に
し
わ
寄
せ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

か
、
年
金
制
度
が
破
綻
す
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
制
度
不
信
か
ら
、
保
険
料

納
付
の
悪
循
環
に
つ
な
が
り
、
世
代
間

扶
養
を
基
本
と
し
て
い
る
現
在
の
制
度

そ
の
も
の
に
危
機
感
が
広
が
る
こ
と
を

言
い
ま
す
。

石
川
市
長

真
面
目
に
納
め
て
い
る
人
に
し
わ
寄

せ
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

未
納
期
間
に
は
年
金
給
付
が
発
生
し
な

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
年
金
財
政
に
は

影
響
が
な
い
と
思
う
の
で
す
が
。

小
野
地
所
長

は
い
、
ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
で
す
。

不
信
や
不
安
を
理
由
に
納
め
て
い
な
い

方
に
は
、
制
度
が
破
綻
す
る
と
か
、
将

来
年
金
が
も
ら
え
な
く
な
る
な
ど
と
い

う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
を
、
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

年
金
に
つ
い
て
敢
え
て
損
得
だ
け
で

言
う
と
、
国
民
年
金
で
は
、
支
払
っ
た

保
険
料
の
ほ
か
に
税
金
か
ら
三
分
の
一

出
て
お
り
、
保
険
料
と
年
金
額
を
比
べ

た
場
合
、決
し
て
払
い
損
に
は
な
ら
ず
、

相
当
多
く
の
年
金
が
受
け
ら
れ
る
計
算

で
す
。
乱
暴
な
話
で
お
叱
り
を
受
け
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
元
金
が
こ
ん
な

に
な
る
商
品
は
ほ
か
に
見
あ
た
り
ま
せ

ん
。
納
め
な
い
で
無
年
金
と
か
低
年
金

に
な
っ
て
損
を
す
る
の
は
本
人
自
身
で

す
。
確
実
に
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

司
会し

か
し
、
保
険
料
納
付
は
大
変
だ
と

か
、
家
計
の
や
り
く
り
が
大
変
と
い
う

声
を
聞
き
ま
す
。

石
川
市
長

潟
上
市
の
市
議
会
で
は
、
市
政
問
題

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
私
は
、
各
種
の
事

業
に
力
を
注
ぎ
た
い
意
向
を
述
べ
ま
し

た
が
、
同
時
に
財
政
の
厳
し
さ
が
あ
る

こ
と
に
も
理
解
を
求
め
ま
し
た
。
し
か

し
、
財
政
の
厳
し
さ
の
中
に
も
、
市
政

運
営
は
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

家
計
も
こ
れ
と
同
じ
で
、
頑
張
っ
て

納
付
す
る
こ
と
が
自
分
の
将
来
や
老
後

を
守
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

小
野
地
所
長

年
金
は
確
か
な
将
来
の
財
産
に
な
り

ま
す
。
保
険
料
は
頑
張
っ
て
納
め
て
い

く
こ
と
が
や
は
り
大
切
で
す
。

し
か
し
、
ど
う
し
て
も
収
入
が
少
な

く
保
険
料
納
付
が
困
難
な
方
に
は
「
保

険
料
免
除
制
度
」、
学
生
で
納
付
が
困

難
の
時
に
は
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」、

年金対談
公
的
年
金
で

老
後
の
安
心
を

年
金
不
信
は

誤
解
で
す

保
険
料
納
付
は

確
実
に

保
険
料
免
除
に

つ
い
て
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三
十
歳
ま
で
の
方
が
低
所
得
の
場
合
に

は
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
市
役
所

窓
口
や
社
会
保
険
事
務
所
に
ご
相
談
願

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

司
会保

険
料
免
除
に
な
れ
ば
、
年
金
額
は

ど
う
な
り
ま
す
か
。

小
野
地
所
長

年
金
は
、
最
低
二
十
五
年
間
納
め
な

く
て
は
権
利
が
発
生
し
ま
せ
ん
。
免
除

さ
れ
た
期
間
は
、
そ
の
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
す
。
納
付
し
な
い
で
放
置
し
て
お

く
と
基
本
的
な
権
利
ま
で
が
な
く
な
る

と
き
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要

で
す
。

免
除
期
間
の
年
金
額
は
、
納
め
た
期

間
の
額
の
三
分
の
一
に
な
り
ま
す
。
も

と
も
と
免
除
に
よ
り
払
っ
て
い
な
い
期

ず
、
確
実
な
保
険
料
納
付
を
心
が
け
て

頂
き
た
い
で
す
ね
。

小
野
地
所
長

若
者
た
ち
に
も
老
後
は
確
実
に
や
っ

て
き
ま
す
。「
備
え
あ
れ
ば
…
…
」
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
年
金
に
つ
い

て
も
っ
と
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。

司
会保

険
料
の
納
付
方
法
や
免
除
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

小
野
地
所
長

保
険
料
納
付
に
つ
い
て
は
、
納
め
忘

れ
が
な
く
確
実
に
納
め
ら
れ
る
口
座
振

替
が
便
利
で
す
。
一
カ
月
早
め
の
口
座

振
替
や
ま
と
め
て
前
納
す
る
と
割
引
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
免
除
に
は
現
在
、
所
得
に
よ

っ
て
全
額
免
除
と
半
額
免
除
が
あ
り
ま

す
。
半
額
免
除
が
承
認
さ
れ
て
も
、
も

う
半
分
の
保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
未

納
扱
い
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

さ
ら
に
、
保
険
料
納
付
は
コ
ン
ビ
ニ

で
も
納
付
で
き
誰
に
も
便
利
で
す
。

司
会納

め
る
べ
き
人
が
納
め
な
い
と
き
に

は
、
厳
し
い
差
し
押
え
が
あ
る
と
聞
き

ま
す
が
。

小
野
地
所
長

納
付
で
き
る
所
得
が
あ
り
な
が
ら
、

納
付
し
な
い
方
に
対
し
て
は
、
厳
し
く

「
強
制
徴
収
」
を
行
い
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
差
し
押
さ
え
で
す
。
頑
張
っ
て
納
め

て
い
る
方
た
ち
と
の
公
平
性
を
保
つ
必

要
が
あ
り
ま
す
。
秋
田
県
で
も
、
す
で

に
そ
う
い
う
方
に
つ
い
て
執
行
し
て
お

り
、今
後
は
も
っ
と
厳
し
く
な
り
ま
す
。

納
付
や
免
除
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
な

い
で
、
相
談
を
し
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

司
会年

金
制
度
は
複
雑
で
分
か
り
に
く
い

と
か
、
手
続
き
が
や
や
こ
し
い
と
い
う

指
摘
が
あ
り
ま
す
。

小
野
地
所
長

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

を
目
標
に
、
手
間
の
か
か
ら
な
い
便
利

な
年
金
サ
ー
ビ
ス
、
制
度
は
わ
か
り
や

年金対談

間
に
対
し
て
、
三
分
の
一
の
年
金
が
で

る
の
で
す
か
ら
、
こ
こ
で
も
決
し
て
損

な
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

石
川
市
長

免
除
申
請
の
大
切
さ
を
、
市
民
の
み

な
さ
ん
に
是
非
と
も
知
っ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
ね
。

司
会年

金
に
つ
い
て
は
、
若
者
た
ち
の
関

心
は
低
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
若
者

た
ち
へ
お
話
を
し
て
頂
き
た
い
の
で
す

が
。

石
川
市
長

潟
上
市
は
、
い
ま
、
ま
ち
づ
く
り
の

根
幹
と
な
る
総
合
発
展
計
画
を
は
じ

め
、
各
種
の
計
画
を
策
定
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
十
月
に
実
施
し
た
国

勢
調
査
速
報
値
で
は
、
本
市
が
県
内
唯

一
、
人
口
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
人
口

が
増
え
る
こ
と
は
、
地
域
の
活
力
に
欠

か
せ
な
い
要
素
で
あ
り
ま
す
。

市
の
発
展
は
、
若
者
た
ち
の
知
恵
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
原
動
力
に
な
っ
て
お

り
、
若
者
た
ち
の
夢
と
未
来
に
か
か
っ

て
い
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

若
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
未
来
を
き

ち
ん
と
見
据
え
て
い
た
だ
き
、
将
来
の

生
活
設
計
を
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
年
金
に
つ
い
て
も
無
関
心
に
な
ら

若
者
た
ち
も
関
心
を

お
得
で
便
利
な

納
付
方
法

強
制
徴
収
が

あ
り
ま
す

こ
れ
か
ら
の

年
金
の
動
き

�
石
川
潟
上
市
長
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す
く
、手
続
き
や
保
険
料
納
付
は
簡
単
、

便
利
に
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
七
月
か
ら
、
今
ま
で
の
全
額
、

半
額
の
二
段
階
免
除
に
、
四
分
の
三
、

四
分
の
一
の
免
除
を
設
け
、
多
段
階
免

除
と
な
り
ま
す
。
所
得
に
応
じ
て
き
め

細
か
く
免
除
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
免
除
は
、
一
年
ご
と
に
申

請
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
度
は
一
度
申

請
を
す
れ
ば
次
の
年
は
手
続
き
が
省
略

で
き
る
方
法
も
で
き
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
中
に
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
保
険
料
納
付
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

司
会最

後
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
話

願
い
ま
す
。

小
野
地
所
長

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
年
金
に
つ

い
て
も
っ
と
関
心
を
持
ち
、
正
し
い
知

識
を
持
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ま
、
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
職

員
が
直
接
み
な
さ
ん
の
ご
自
宅
を
訪
問

し
た
り
、
電
話
で
納
付
に
つ
い
て
の
連

絡
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
期
日
を

指
定
し
た
案
内
状
に
よ
り
、
潟
上
市
内

で
納
付
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
市
役
所
や
社
会
保
険
事
務
所
窓
口

で
は
、
常
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

遠
慮
な
く
ご
相
談
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。最

後
に
、
市
と
社
会
保
険
事
務
所
の

協
力
連
携
を
深
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
わ
か
り
や
す
く
、
身
近
な
年
金
窓
口

と
な
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
市
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、潟
上
市
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
、

市
長
を
は
じ
め
市
民
み
な
さ
ん
の
ご
健

康
を
お
祈
り
し
ま
す
。

石
川
市
長

今
日
は
、
年
金
の
話
を
通
じ
て
市
民

の
み
な
さ
ん
の
生
活
と
将
来
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

市
民
み
な
さ
ん
の
豊
か
な
暮
ら
し
と
生

き
が
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
市
の
活

性
化
を
図
り
、
市
の
発
展
の
た
め
努
力

を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

司
会石

川
市
長
、
小
野
地
所
長
、
本
日
は

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

手続きは簡単・無料です

新たに口座振替を申込みされる方は、「国民年金保険料
口座振替納付申出書」に必要事項を記入し、ご利用の金
融機関等の届け出印を押印のうえ、最寄りの社会保険事
務所または金融機関等へ提出してください。
なお、手数料等は不要です。

口座振替のできるところ

銀行・信用金庫・郵便局・農協・信用組合・労働金庫

平成18年度の国民年金保険料は13,860円（1カ月分）です。
口座振替をご利用になりますと、いろいろな割引方法があ
ります。

★口座振替で１年全納すると、3,490円の割引
1年間分を４月末日に口座振替すると、年間で3,490円
の割引となります。

★早割制度を利用すると、毎月50円の割引
月々の保険料を当月（例：４月分を４月末日）に口座振
替すると、毎月の保険料が50円の割引となります。

★６カ月前納で年間1,880円の割引
４月から９月分までを４月末日に、10月から翌年３月
分までを10月末日にそれぞれ口座振替すると、年間で
1,880円の割引（４月末日・10月末日に940円ずつの
割引）となります。

※お申し込みが３月中旬以降になりますと、４月末日の口座振替
の登録に間に合わない場合がありますので、早めの手続きをお
願いします。

お問い合わせ先…潟上市市民課国保年金班（�877-7801）
お問い合わせ先…秋田社会保険事務所（�865-2390、2399）

口座振替制度を
ご利用ください

国民年金保険料の納付は… 市
民
の
み
な
さ
ん
へ

�
小
野
地
秋
田
社
会
保
険
事
務
所
長
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「話題あれこれ」コーナーでは、各種団体や地域
の話題など、市民みなさんの活動や交流を広く紹
介します。ホットな話題をお待ちしています。

（総合政策課広報統計班　�878-9802）

２月５日、八郎潟ハイツ・高砂の間において、飯田川
公民館４分館の合同主催による「飯田川地区合同年祝い
会」が開催され、48人の方が参加されました。
この年祝い会は、大厄

たいやく

を迎えた昭和49年生まれの33歳
の女性、昭和40年生まれの42歳の男性の厄払い、還暦
（昭和21年生まれ61歳）、古希（昭和12年生まれ70歳）、
喜寿（昭和５年生まれ77歳）、傘寿（昭和２年生まれ80
歳）、米寿（大正８年生まれ88歳）、卒寿（大正６年生ま
れ90歳）を迎えた方々をお祝いするものです。
神事が終了したあと、年祝い会を主催した分館を代表

して川上紀雄下虻川分館長があいさつ。続いて、来賓の
石川市長と児玉県議から
祝辞をいただいたあと、
出席者を代表して還暦を
迎えた三浦正雄さん（和
田）が「本日は盛大な会
を催していただき、身の
引き締まる思いがしてい
ます。この年祝い会を契
機に、自分の足元を見つ
め直し、健康に留意して
地域社会に貢献してまい
りたい」とあいさつを述
べました。

田川地区合同年祝い会を開催
人生の大きな節目を祝い合う飯

第２回潟上市飯田川地区将棋大会（主催
潟上市飯田川将棋同好会）が、１月22日、飯
田川公民館を会場に行われました。
大会は、子ども・大人の全３部に、市内の

愛好者など18人が参加。参加者のみなさんは、
日頃の練習の成果を競い合い、交流を広げま
した。
大会結果は、次のとおりです。

〈子どもの部〉
優　勝　佐藤奈菜子（中町二区）
準優勝　中山　七海（土手町二区）
第３位　保坂　涼介（新道下町）

〈大人の部・A級〉
優　勝　二田　春男（飯塚下町）
準優勝　門間味津三（飯塚浜下町）
第３位　伊藤　英継（中町二区）

〈大人の部・B級〉
優　勝　千種美代治（飯塚上町）
準優勝　伊藤　金明（羽立二区）
第３位　松橋　　猛（羽立一区）

棋の腕前を競い合う
飯田川地区将棋大会将

�
大
厄
・
還
暦
な
ど
を
迎
え
た
市
民
が
参
加

▲参加者を代表して三浦正雄さんが
お礼を述べる

●
第
１
回
潟
上
カ
ッ
プ

剣
道
大
会
結
果

主

催

潟
上
市
剣
道
連
盟

会

場

羽
城
中
学
校
体
育
館（
１
月
21
日
）

〈
小
学
校
低
学
年
男
女
の
部
〉

１
　
位
　
桧
山
　
大
晟
（
天
王
ス
ポ
少
）

２
　
位
　
牧
野
　
恭
章
（
天
王
ス
ポ
少
）

３
　
位
　
千
田
　
亮
太
（
昭
和
ス
ポ
少
）

３
　
位
　
加
藤
　
夕
海
（
追
分
ス
ポ
少
）

〈
小
学
校
高
学
年
女
子
の
部
〉

１
　
位
　
桧
山
　
沙
稀
（
天
王
ス
ポ
少
）

２
　
位
　
真
壁
　
裕
美
（
天
王
ス
ポ
少
）

３
　
位
　
伊
藤
　
未
姫
（
出
戸
ス
ポ
少
）

３
　
位
　
武
藤
　
菜
奈
（
出
戸
ス
ポ
少
）

〈
小
学
校
高
学
年
男
子
の
部
〉

１
　
位
　
瀬
下
　
　
拳
（
昭
和
ス
ポ
少
）

２
　
位
　
近
藤
　
　
駿
（
出
戸
ス
ポ
少
）

３
　
位
　
安
田
　
　
航
（
出
戸
ス
ポ
少
）

３
　
位
　
安
田
　
大
夢
（
追
分
ス
ポ
少
）

〈
中
学
校
男
子
１
年
の
部
〉

１
　
位
　
京
谷
　
勇
希
（
天
王
中
）

２
　
位
　
佐
々
木
知
秀
（
天
王
南
中
）

３
　
位
　
宮
崎
　
　
涼
（
天
王
南
中
）

３
　
位
　
櫻
庭
　
将
貴
（
天
王
南
中
）

〈
中
学
校
男
子
２
年
の
部
〉

１
　
位
　
菅
原
　
圭
佑
（
羽
城
中
）

２
　
位
　
瀬
下
　
　
隼
（
羽
城
中
）

３
　
位
　
栗
山
　
博
史
（
天
王
南
中
）

３
　
位
　
佐
々
木
健
太
郎
（
天
王
南
中
）

〈
中
学
校
女
子
の
部
〉

１
　
位
　
藤
原
　
明
莉
（
天
王
中
）

２
　
位
　
三
浦
　
加
奈
（
天
王
中
）

３
　
位
　
佐
々
木
あ
ず
さ
（
羽
城
中
）

３
　
位
　
畠
山
　
　
唯
（
天
王
中
）

◎
最
優
秀
選
手
賞

中
学
校
の
部藤

原
　
明
莉
（
天
王
中
）

小
学
校
の
部瀬

下
　
　
拳
（
昭
和
ス
ポ
少
）
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�
囲
碁
の
腕
前
を
競
い
合
う

恒例の天王地区「新春囲碁大会」（主催　天王囲
碁同好会）が、１月22日、天王公民館を会場に行
われました。
大会には、市内から囲碁愛好者25人が参加し、

和やかな雰囲気にも、熱き戦いが展開されました。
大会結果は、次のとおりです。

〈A組４段～６段〉
優　勝　真壁江田男（北　野）
準優勝　中川　明雄（追分西）
第３位　柏崎　　憲（上江川）

〈B組２段～３段〉
優　勝　明石　　充（上江川）
準優勝　杉　　喜吉（長　沼）
第３位　吉田　　功（北　野）

〈C組初段～２段〉
優　勝　秋山　準一（コアツコ）
準優勝　土井　春男（長　沼）
第３位　馬見塚勇作（コアツコ）

春囲碁大会
寒空に熱戦を展開新

平成17年度市の入札結果
市が発注する工事（工事費の予定価

格250万円以上）の入札結果について
お知らせします。

潟上市財政課（�878－9805）

○工事名称　　元木山公園東線道路改良工事
工事場所 昭和大久保字元木山根地内　
請負業者 ㈲菅祐建設
契約金額 3,444,000円
工　　期 平成17年12月28日～平成18年３月20日

○工事名称　　災害復旧工事（飯田川地域情報ネットワ
ークシステム交換機他周辺機器入替）

工事場所 飯田川庁舎及び飯塚児童館地内
請負業者 企業通信システムエンジニアリング㈱
契約金額 92,393,700円
工　　期 平成18年１月20日～３月24日

平成17年４月１日より、市ではパソコンは粗大ごみとし
ての回収を行っておりません。使用済のパソコンは、パソコ
ンリサイクル制度に基づいてメーカー等に回収してもらって
ください。制度の詳細については次のとおりです。

ノートパソコン、デスクトップパソコン本体、パソコ
ン用ディスプレイ（ブラウン管式、液晶式）、メーカー
出荷時に梱包されていた標準添付品（マウス、キーボー
ド、スピーカー、ケーブルなど）
※本体が1㎏以下のパソコン、プリンター、スキャ
ナーなどの周辺機器、ワープロ専用機などは対象
になりません。

①メーカーにメール・電話等により申し込み（メーカー不
在、自作パソコン等の場合はパソコン3Rセンターへ）
↓

②送付される振込用紙でのリサイクル料金の支払（PCリ
サイクルマークがついているパソコンは不要）
↓

③メーカーからゆうパック伝票送付
↓

④排出品の梱包・伝票を貼り付け
↓

⑤郵便局へ持ち込み、または郵便局へ戸別収集申し込み

生活環境課から

メーカー等の回収の対象となるもの

回収方法

リサイクル料金の一例

お問い合わせは…各メーカーまたはパソコン3Rセンター
（�03-5282-7685、Email：webmaster@pc3r.jp）、
潟上市生活環境課（�877-7802）

PC

有限責任中間法人
パソコン3Rセンター

富士通㈱

㈱日立製作所

日本アイ・ビー・エム㈱

㈱東芝

ソニー㈱

シャープ㈱

NEC
パーソナルプロダクツ㈱

アップルコンピュータ㈱ 3,150円

3,150円

3,150円

3,150円

3,150円

3,150円

3,150円

3,150円

4,200円

4,200円

4,200円

4,200円

4,200円

4,200円

4,200円

4,200円

4,200円

5,250円

デスクトップパソコン本
体、ノートパソコン、液晶
ディスプレイ、液晶ディ
スプレイ一体型パソコン

社　　　　名
CRTディスプレイ、
CRTディスプレイ一体
型パソコン



主　催�潟上市バドミントン協会
と　き�３月５日（日）開会式９時
ところ�潟上市天王総合体育館
種　目�ダブルス(男女各１・２・３部及びMIX)
参加料�市内在住者１人1,000円（参加賞、保険代含む）

市　外　者１人1,500円（参加賞、保険代含む）
※参加料は当日集めます。

お申込み・お問い合わせは…2月24日（金）まで
市バドミントン協会事務局・渋谷（�877-7803）

有酸素運動（エアロビクス）は、中高年男女向けの運動で
生活習慣の予防や、肩・腰などの機能改善に効果があります。
と　き�２月21日（火）、２月26日（日）

３月７日（火）、３月26日（日）
※毎月第１・第３火曜と第４日曜日を予定
10時30分～12時（1回だけの参加可）

ところ�潟上市天王公民館
参加費�１回毎500円（希望日の10時20分頃まで集合）
指導者�日本体育協会認定スポーツ指導員　石井亜紀
お問い合わせは…かたがみエアロビクスサークル・菊地

（�090－4049－0267）

０歳児から就園前の親子を対象とした「親子ビクス」では、
参加者を広く募集しています。
対　象�６週～１歳…クラス名「スマイルベビー」

１歳～就園前…クラス名「スマイルキッズ」
ところ�県青少年交流センター（ユースパル）
参加費�１世帯500円
と　き�３月３日（金）10時～（キッズ）、11時～（ベビー）

３月10日（金）10時～（キッズ）、11時～（ベビー）
お問い合わせは…子育て応援Seed（�090－2954－3947）
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高齢福祉課……………………… 855-5113

健康課…………………………… 855-5115

昭和庁舎総合窓口センター ………… 855-5110

産業課…………………………… 855-5120

建設課…………………………… 855-5118

都市整備課……………………… 855-5119

下水道課………………………… 855-5121

水道課…………………………… 855-5123

議会事務局……………………… 855-5124

農業委員会事務局……………… 855-5122

市役所の電話番号（市外局番018）�ご用の方は、担当課への直通電話をご利用ください。

潟上市役所天王庁舎
総務課 ………………………… 878-9801

税務課 ………………………… 878-9803

収納課…………………………… 878-9804

総合政策課……………………… 878-9802

財政課…………………………… 878-9805

天王庁舎総合窓口センター ………… 878-9806

会計課…………………………… 878-9808
潟上市役所昭和庁舎
社会福祉課……………………… 855-5112

潟上市役所飯田川庁舎

市民課…………………………… 877-7801

生活環境課……………………… 877-7802

飯田川庁舎総合窓口センター ………… 877-7800

総務学事課……………………… 877-7803

幼児教育課……………………… 877-7804

生涯学習課……………………… 877-7805

スポーツ振興課 ………………… 877-7806

国体事務局……………………… 877-7807

潟上市役所追分出張所 …………�873-5672

秋田花まるっ住宅ガイドライン講習会

いつまでも安心して暮らし続けられる住まいづくりの講習
会（秋田会場）を次のとおり開催します。（参加料は無料です）
と　き�３月２日（木）13時30分～16時
ところ�秋田会場・県庁第２庁舎８階大会議室

（秋田市山王４丁目３－１）
定　員�150人程度（誰でも参加できます）
内　容��講演「住まいと子育て」

�秋田花まるっ住宅ガイドラインの説明・意見交換
お問い合わせは…県建設交通部建築住宅課（�860－2562）

県では、県内の在住外国人や日本人の関係者（家族など）
を対象に、結婚や労働などの法律相談や日常生活での心理・
精神的悩みに関する相談を行う「外国人専門家出張相談会」
を開催します。（相談経費は無料です）
と　き�県中央地区　３月７日（火）14時～16時
ところ�秋田市・カレッジプラザ（秋田明徳館ビル２階）
担当者�県中央地区（弁護士・心理判定員）
お問い合わせは…

県学術国際部学術国際政策課（�860－1219）

県農業研修センターでは、手作り体験研修「大豆加工」を
開催します。大豆を使った手づくりの豆腐づくりを体験しま
せんか。
と　　き�３月10日（金）13時～16時
と こ ろ�県農業研修センター（南秋田郡大潟村）
募集人員�農業者・一般20人
参 加 費�１人1,000円
お問い合わせは…県農業研修センター（�0185－45－3113）

平成17年度国民健康保険税
第8期の納期限は

2月28日（火）です
忘れずに最寄りの庁舎または金融機関で納付しましょう。

災害、病気、失業等により納期限までに納税が困難な場合は、
収納課までご相談ください。

お問い合わせは…潟上市収納課（�878－9804）

在住外国人のための「専門家出張相談会」を開催

手作り体験研修「大豆加工」にチャレンジ！

3/5 潟上市バドミントン大会を開催

エアロビクスで心身のリフレッシュを！

「親子ビクス」参加者を募集！

今年度より、天王地区の冬期間中の水道メーター検針
については、隔月に実施いたしましたが（今月上旬）、積
雪等により検針できなかった場合の水道料金については、
２月分と３月分が推定料金（前３カ月使用水量の平均）
の請求となり、４月検針時での精算となります。
なお、昭和・飯田川地区においては、３月・４月検針

時での精算となります。
お問い合わせは…潟上市水道課（�855－5123）

水道課からのお知らせ



社会福祉法人「ふたあら福祉会」では、次により臨時職員
を募集します。
【臨時職員（介護員・ケアマネージャー）】
職　　種�介護員（臨時職員）１人

在宅介護相談員（臨時職員）１人
勤務場所�特別養護老人ホーム「わかば園」

飯田川在宅支援センター
資　　格�介護福祉士・ホームヘルパー２級以上

介護支援専門員
提出書類�２月24日（金）までに履歴書をわかば園に提出し

てください。
お問い合わせは…
〒018－1502潟上市飯田川下虻川字上谷地168－1

特別養護老人ホーム「わかば園」（�877－7077）

採用試験種目�自衛官２等陸士・２等空士
応募資格�平成18年４月１日現在で18歳以上27歳未満の

男子
受付期間�２月24日（金）まで受付
試 験 日�３月４日（土）（２回目）
試験会場�陸上自衛隊秋田駐屯地
試験科目�国語・数学・社会・作文（500字程度）
お問い合わせは…自衛隊秋田募集案内所（�864－4929）

平成19年３月卒業予定の大学・短大・高専・専修学校の学
生を対象とした、「秋田県ふるさと就職促進セミナー」と併
せ、平成18年３月卒業予定の学生、既卒者も対象とした「就
職面談会」を開催します。（申込不要）
と　き�３月７日（火）13時～17時
ところ�秋田ビューホテル（秋田市中通）
お問い合わせは…県雇用対策室（�860－2334）

海外や洋上で世界各国の青年と交流し、相互理解を深めな
がら、グローバルな視野と国際協調の精神を身につけてみま
せんか。
【事業内容（実施時期）】
１）航空機による青年海外派遣
①国際青年育成交流（８月～９月）②日本・中国青年親
善交流（８月～９月）③日本・韓国青年親善交流（９月）

２）世界青年の船（平成19年１月～３月）
３）東南アジア青年の船（10月～12月）
募集期間�３月１日（水）～３月31日（金）
応募資格�平成18年４月１日現在、満18歳～30歳で日本

国籍を有する方
お問い合わせは…県民文化政策課（�860－1552）
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情報
ホームページ http://www.city.katagami.akita.jp/
E-メール　　info＠city.katagami.akita.jp

くらしの
くらしの

「青年国際交流事業」参加青年を募集

「ふたあら福祉会」臨時職員を募集します

「防衛庁採用試験」のご案内

県ふるさと就職促進セミナー・就職面談会

informationinformation

潟上市凧の会（会長　菅原誠一）で
は、市民が凧あげを楽しみ世代間交流
を深め、凧文化の伝統を次世代に継承
するため「第１回潟上市凧あげ大会」
を開催します。

と　き�３月５日（日）受付９時～10時
競技・審査　10時30分～11時30分

ところ�大久保小学校グラウンド南側田んぼ
（国道101号沿い市道）

対象者�子どもの部・大人の部（申込みは当日受付）
お問い合わせは…「潟上市凧の会」大会事務局（�877－
5368）または昭和公民館（�855－5130）

県では、「環八郎湖・流域の未来フォーラム Part６」を開
催します。かつての美しい八郎湖を取り戻すため、市民みな
さんのご参加をお願いします。
と　き�２月19日（日）13時～17時
ところ�井川町農村環境改善センター（井川町役場となり）
内　容��講　演／「湖沼の再生と地域の再生 ～湖の保全

に向けた新しい動きを踏まえながら～」／「水辺
と里地の美しさをとりもどすために ～農業・農
村の果たしてきた役割と21世紀の課題～」
�意見交換「美しい水の郷をつくるために私たち
がなすべきこと」（仮題）

お問い合わせは…
秋田地域振興局地域企画課（�860－3313）

秋田中央保健所では、心の健康づくり・自殺予防対策
を進めるために、「こころはればれ通信」を作成し、地
域のみなさんに情報提供していきたいと考えています。
希望される方（町内会や個人でも可）は、お気軽にご

連絡ください。
申込み期限�２月27日（月）まで（電話・FAX可）お申

し込みください。
お申込み・お問い合わせは…
秋田地域振興局福祉環境部（秋田中央保健所）
健康・予防課（�855－5170、Fax855－5160）

参加者募集 

秋田中央保健所から

「こころはればれ通信」希望者に配布

環八郎湖・流域の未来フォーラム Part６
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古紙配合率100％再生
紙を使用しています。

▲創立130周年をみんなで祝う

▲全校児童が心を一つに呼びかけ

▲２月１日、「天王小130周年お祝い集会」で、かる
た大会の決勝戦がありました。このかるたは創立
130周年を記念して制作したものです。

▲秋田西高吹奏楽部による演奏会

▲高校生と園児が仲良く〝ピース〟

２月３日、天王小学校（校長　佐藤かな子）が創立130周年を迎

え、記念式典が行われました。

同校は、明治８年３月に東湖学校として創立、明治37年に羽立尋

常小学校と二田尋常小学校と合併し、天王尋常高等小学校となりま

した。創立130年に合わせ、平成15年度から３カ年にわたる大規模

改修耐震工事が平成17年12月に完成し、新しい体育館での式典にな

りました。

記念式典には、全校児童や学校関係者、来賓など約760人が列席。

校歌斉唱の後、佐藤校長が「子どもたちは『心はずませ　夢にむか

って』明るく元気いっぱいに努力をしている。天王小の先輩たちが

築いてきた伝統に、子どもたちと共に新たな歴史をしっかりと刻ん

でいきたい」と式辞を述べました。

また、来賓として石川市長、赤平市議会議長、工藤教育委員会委

員長が祝辞を述べました。その後、全校児童による記念メッセージ

「今　はばたいて」を披露。子どもたちの呼びかけや歌に、会場から

大きな拍手が寄せられました。

アトラクション「ようこそ先輩」では、天王中学校吹奏楽部によ

る記念演奏会が行われました。最後は「ふるさと」を列席者全員で

合唱し、歴史の節目を祝い合いました。

未来へつなごう「歴史のたすき」
うれしさ　かがやきつめこんで

先
ご
ろ
、
県
立
秋
田
西
高
校
（
校
長
　
永
田
剛
）
の
吹
奏
楽
部
員

が
追
分
保
育
園
を
訪
れ
、
二
歳
児
か
ら
五
歳
児
ま
で
の
園
児
た
ち

と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

同
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
家
庭
科
授
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

部
活
動
の
一
環
と
し
て
、
保
育
園
行
事
に
参
加
し
、
園
児
と
の
交

流
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
吹
奏
楽
部
員
三
十
一
人
が
「
キ
ラ
キ
ラ
星
」「
ド
ラ

え
も
ん
」「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
よ
く
知
っ
て

い
る
ア
ニ
メ
曲
な
ど
、
息
の
合
っ
た
演
奏
を
披
露
。
子
ど
も
た
ち

は
、
本
物
の
楽
器
の
音
色
に
驚
き
な
が
ら
も
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
に

体
を
動
か
し
た
り
、
歌
っ
た
り
、
笑
顔
で
聴
き
入
り
ま
し
た
。

終
了
後
は
、
高
校
生
か
ら
年
賀
状
、
園
児
か
ら
カ
レ
ン
ダ
ー
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
高
校
生

〜
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
を
披
露
し
、
和
や
か
に
交
流

と
肩
ぐ
る
ま
や
お
ん
ぶ
、

か
く
れ
ん
ぼ
な
ど
で
ふ
れ

あ
い
、
満
面
の
笑
み
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。


